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インフラ畏寿命化セン事一

セ~事一長 松田 浩

平成 19年 1月に工学部インフラ長寿命化センターは設置され、平成 19年度から活動を

開始しました。実質的な活動を実施するために、いくつかの競争的外部資金の獲得に向け

て応募しました.その中で、平成 20年度には、文部科学省科学技術振興調整費(平成 20

-24年度)と国土交通省建設技術研究助成(平成 20-21年度)が採択されました。

文部科学省科学技術振興調整費に採択された「観光ナガサキを支える“道守"養成ユニ

ット」の実施・運営は 2年目を迎え、道守補助員、道守補に加えて本命の特定道守と道守

の講座も平成 21年度から開始しました固本格的な道守養成講座が開始され、スタップ一同

ますます仕事量が増加してきました.

平成 21年度には、“道守補"に 33入、“道守補助員"に 44人が受講していただきまし

た.また、“特定道守"と“道守"コースには、各々4人/年と 1人/年の定員のところに、

各々 10人と 3人が受講されました。このように、募集人員を超えた多くの方からの応募が

あり、順調に“道守"養成が進んでいます.

平成 21年度末の平成 22年 3月 11日に成果報告会を開催しました。平成 21年度の“道

守補助員ぺ“道守補ぺ“特定道守"、および、“道守"コースを受講されました浦田盛隆氏、

藤本喜隆氏、松原健治氏、今村昔英氏、および山田猛氏に今年度の各コースの実施報告を

お願いしました.また、樗木武先生(九州大学名誉教授、(財)福岡アジア都市研究所)に

『新たな公としての道守活動の役割』を、鶴田健氏(マテラス青梅工業側)に「コンクロ

ート二次製品業界は道守・環境・長寿命化にいかに貢献するか』を、さらに、金子誠二氏

(大成建設側)に『胸躍る時代が来た、地産地消』の基調講演をお願いいたしました。大

変ご多用の中、この講演会のために時間を割いていただきましたことに心より感謝申し上

げます。これらのご講演がご参集の皆様方にとって興味深く、しかも意義深いものとなる

ことを確信しております。



本プログラムは平成 20年度から 5年間実施予定です。平成 22年度には本プログラムの

中間審査も控えております。本プログラムの成功は道守養成講座に参画していただきまし

た皆様のご協力、ご支援がなければあり得ません。皆々様に今後も変わらぬご指導、ご鞭

捷を賜りますようどうぞ宜しくお願い申し上げますロ

道守養成講座の実施運営にあたっては、平成 20年度の反省点も踏まえつつ、改善して

いきますとともに、数々の新しいことにもチャレンジして参りました。それらの一つに高

大連携事業があります。長崎大学の高大連携事業において、高校生を対象とした公開講座

に参画するとともに、道守補助員養成講座の成果を活かして、工業高校生を対象とした「地

域産業の担い手育成プロジェクトJ(文科省) r建設人材確保・育成モデル事業J(国交省)

の事業に協力しました。

さらに、もう一つの外部資金である国土交通省建設技術研究助成制度においては、政策

課題解決型技術開発公募に採択された「光学的非接触全視野計測法によるコンクリート構

造物のマルチスケール診断法の開発」には、光学的全視野計測法研究会を発足するととも

に、伊藤幸広先生(佐賀大)、佐川康貴先生(九州大)、合田寛基先生(九州工大)、一宮一

夫先生(大分高専)、内野正和氏(福岡県工業技術センター)、岡本卓慈氏・宮本則幸氏・

高橋洋一氏(側計測リサーチコンサルタント)、肥田研一氏(側 K&Tこんさるたんと)、

川村淳一氏(日本コンクロート工業側)、原田耕司氏(西松建設側)、山根誠一(日本工

営側)の多大なる協力の下に実施することができました。また、本研究助成では産学官テ

ーマ推進委員会を設置して開催することが求められました。出光隆先生(九州工業大学名

誉教授)、岩屋信一郎氏(国土交通省九州地方整備局九州技術事務所長)、上半文昭氏((財)

鉄道総合研究所・鉄道力学研究部・主任研究員)、谷倉泉氏((社)日本建設機械会協会・施

工技術総合研究所・部長)、福永靖男氏(西日本高速道路側保全サーピス事業部改良グル

ープ長)には、ご多用の中、研究委員会にご出席していただき貴重なご意見を賜りました。

ここに記して感謝申し上げます。

以上のように、平成 21年度は、道守養成講座と光学的全視野計測法研究会の 2年目に

あたり、精力的に実施運営して参りました。次年度には、道守養成講座の中間評価と国土

交通省建設技術研究助成の最終報告が控えています。さらに、道守養成講座の補助事業後

の展開を考慮して進めていかなければなりません。インフラ長寿命化センターの運用にお

きましては、これまで以上に学内外の多くの方々のご協力とご支援をますます必要としま

す。どうぞ今後とも変わらぬご協力とご支援を賜りますようよろしくおねがい申し上げま

す。
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